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 6 ） 例えば2004年 6 月23日朝日新聞によれば、秋田県内の全小中学生を対象としたインターネット利用調査（同
年 6 月上旬実施）の結果、小学校高学年の 4 人に 1 人が自宅で HPを閲覧しているとのことであった。
 7 ）Claudia Mitchell and Jacqueline Reid-Walsh, Vietual Spaces:Children on the Cyber Frontier, Researching Children's 




名古屋女子大学紀要 第 51 号（人文・社会編） 子ども世界への情報化社会の影響
－ 105 －
10）http://www.shogakukan.co.jp/（2004.8）
11）http://www.din.or.jp/
12）前掲 7 ）、p.143-150
13）テレビ視聴が、それまで言われていたような受け身の活動ではなく、視聴者は能動的な解読者と言えるこ
とを明らかにしている。
  John Fiske,Television Culture,Routledge（1987）
14）http://www.pokemon.co.jp/と、http://www.pokemonn.com/（2004.8）
15）例えば香山リカは、「87％の日本人がキャラクターを好きな理由」について、同名のタイトルの本（学研、
2001）の中で、「癒し」を求める心理との関連から論じている。
16）http://www.takaratovs.co.jp/lica chan/
17）メディアリテラシー教育の本質的困難さは、その価値観が現代消費社会の価値と相対することにあること
が、カナダにおける実践からも報告されている。
  菅谷明子：メディア・リテラシー～世界の現場から～、岩波書店（2000）
18）荒川ら：子どもによるウェブサイトに関する調査、名古屋女子大学紀要・人文社会編、51号（2005）
19）2004年長崎県佐世保市で起きた小学 6 年生の級友殺人事件では、チャットの問題が多く指摘されている。
20）座談会「児童文化」研究のアイディンティティをめぐって（別冊子どもの文化、No.4 2002 p.45 ）にお
いて、森下みさ子 氏は、「子どもが先に文化にアクセスしている」との指摘を行っている。
21）前掲 7 ）、p.150
22）中山元：サイバー空間の思考、ポリロゴス 1 、冬弓社、p.4-5（2000）
23）本田和子：少女論、青弓社（1988）
24）前掲 7 ）、p.155-159
25）前掲 7 ）、p.159-165
26）香山リカ：テレビゲームと癒し、岩波書店（1996）
27）前掲 3 ）、p.325
謝辞：本研究は、名古屋女子大学特別研究助成費（平成 14年度交付）の補助を受けて行ったものである。助
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